
年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（　1組～８組：小原　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

歌 器 創

・歌唱
【知識及び技能】
　作品にあった発声方法・言葉の
発音・作品の背景の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の魅力の感受、その表現の
工夫をする
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的・協働的に歌唱の学習活
動に取り組む

・鑑賞、創作
【知識及び技能】
　音楽のよさや美しさを自ら味
わって聴く
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽のよさを言葉で表し、他者
と伝えって理解を深める
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的・協働的に学習に取り組
む

３
学
期

・文化的、歴史的背景など様々な
音楽を鑑賞する。

・曲の形式を理解して１６小節程
度のメロディー創作を行う。

○ ○

・音楽のよさや美しさを味わって聴く過程
で、知識を得たり生かしたりしながら鑑賞す
ることができたか

・創作表現に係る知識や技能をえたり生かし
たりしながら、イメージをもって創作表現を
することができたか

○

合
計

52

○ ○ ○ 16

○

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、体の使
い方などの技能ができたか

・他者との調和を意識して歌うことができた
か ○ ○

２
学
期

・歌唱表現に係る知識や技能を得
たり生かしたりしながら、自己の
イメージをもって歌唱表現を創意
工夫する。

○

１
学
期

・器楽演奏１
【知識及び技能】
　基本的な読譜の知識の習得
【学びに向かう力、人間性等】
　読譜の知識を生かし表現に結び
つける

・楽譜についての基本的な事柄を
学習する

・楽器の基本的な奏法を学習し、
簡単なメロディーを実習する。 ○

14

・楽譜について理解した事柄を、実技演習に
生かして、工夫し豊かな表現活動ができたか

○ ○ ○ 14○

・器楽演奏２
【知識及び技能】
　作品にあった表現方法を工夫す
る
【思考力、判断力、表現力等】
　曲にふさわしい奏法を意識する
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的・協働的に学習活動に取
り組む

・楽譜についての基本的な事柄を
学習し、実技練習に生かせるよう
にする。

・楽器の基本的事項を理解して、
コード演奏を実習する。

○

○

・基本的な事柄を充分に理解して、その内容
を実技演習に生かして、豊かな表現活動がで
きたか

○ ○ ○ 8

知 思 態

配

当
時

数

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

MOUSA1 

芸術

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

音楽を愛好し音や音楽に対する興味、関心を
高める。

感性を高め、音楽の美しさを感じ取って、創造的
な音楽活動の工夫ができる。自己のイメージを表
現するための技能を身に付け、それを生かして創
造的に表現する。

多様な音楽に対する理解を深め、創造的に鑑
賞することができる。

国分寺 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

【 知　識　及　び　技　能 】 科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○

３
学
期

・デジタル画僧補正の効果につい
て理解する

・コマ撮りによるアニメーション
の基本を理解する

○ ○

・油絵「静物画」
・版画「エンボス」
【知識及び技能】
　意図に応じて表現方法を創意工
夫し表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現の意図について考え、主題
を生成し構想を練ったり、表現方
法を工夫し深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に幅広い創造活動に取り
組み、感性を高め心豊かな表現す
る。

・映像メディア表現
「画像補正」
「コマ撮りアニメーション」
【知識及び技能】
　意図に応じて表現方法を創意工
夫し表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現の意図について考え、主題
を生成し構想を練ったり、表現方
法を工夫し深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に幅広い創造活動に取り
組み、感性を高め心豊かな表現す
る。

２
学
期

・構図や色合いなどの構想を練る

・油絵の具の特性を理解する

・混色による表現の幅を広げる ○

・版画表現の特性を理解する

・版による造形の面白さを生かす

○

○

・スケッチを重ね、より良い構図を模索する
ことができたか
・油絵の具のマチエールによる表現を生かす
ことができたか
・自ら同系色や補色の混色などを試し、表現
の幅を広げることができたか

○ ○ ○ 18

美術Ⅰ芸術

○

思

○

4

○ ○

○

○ ○ 12

4

○

・デジタル表現における基本的なしくみと技
能を理解することができたか
・表現意図に応じて、数ある機能から表現に
合うものを選び、工夫して効果的に表現でき
たか
・主体的にデジタル表現における機能を活用
し、表現活動に取り組むことができたか

○

○

・版画表現の特性を理解し、作品に生かすこ
とができたか
・版の凹凸を写し取ることによる効果を生か
すことができたか
・主体的に表現活動に取り組むことができた
か

○ ○ ○

合
計

52

○

・適切に道具を扱い、制作ができたか
・構想を練り、試作を通じて立体を作ること
ができたか
・主体的に意図に応じた表現を工夫できた
か。

○ ○○

4

○

態

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊か
な生活や社会を創造していく態度を養う。、

配

当
時

数

１
学
期

・年間の学習予定について

・色相、明度、彩度のしくみにつ
いて
・基本的な道具の扱い方 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○

・色の三属性を理解し、効果的に使用するこ
とができた
・道具を適切に扱い、美しい仕上がりになっ
たか
・形を単純化するなど、意図に応じたデザイ
ン化をすることができたか

○ 10

・色の三属性を理解し、効果的に使用するこ
とができたか
・道具を適切に扱い、美しい仕上がりになっ
たか
・主体的に創造活動に取り組めたか。 ○

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、創造的に表すことができるよ
うにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、
美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造
的に発想し構造を練ったり、価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす
ることができるようにする。

日本文京出版社　高校生の美術Ⅰ

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

美術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】 科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

国分寺

（１～８組：菅原） （　組：　　　　）

・基本的な道具の扱い方

・「切る、折る」で作る立体

○

・ 美術の学習について
・色の三属性について
【知識及び技能】
　基本的な色の構造を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
色の三属性による色彩の分類を知
り、意図に応じた混色を行う。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に創造活動を行う。

・ 私の地図「デザインマップ」
【知識及び技能】
　意図に応じて表現方法を創意工
夫し表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現の意図について考え、主題
を生成し構想を練ったり、表現方
法を工夫し深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に幅広い創造活動に取り
組み、感性を高め心豊かな表現す
る。

・紙から作る立体
【知識及び技能】
　意図に応じて表現方法を創意工
夫し表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　表現の意図について考え、主題
を生成し構想を練ったり、表現方
法を工夫し深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に幅広い創造活動に取り

・レタリングの基本

・見所のマークデザイン

・地図を見やすくデザイン化する



年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

・漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果と
の関わり、名筆や現代の書と表現
と用筆・運筆との関わりについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字と仮名の調和した字形、文
字の大きさ、全体の構成、目的や
用途にそくした表現形式、意図に
基づいた表現、名筆を生かした表
現や現代に生きる表現について構
想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する感
性を豊かにし、書を愛好する心情
を養う。

【知識及び技能】
●知識
　用具・用材の特徴と表現効果との関わり、
名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関り
について理解している。
●技能
　目的や用途に即した効果的な表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
　漢字と仮名の調和した字形、文字の大き
さ、全体の構成、目的や用途に即した表現形
式、意図に基づいた表現、名筆を生かした表
現や現代に生きる表現について構想し工夫し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現を
学習活動に取り組もうしている。

科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

書道Ⅰ芸術

２
学
期

・漢字の学習
　行書　蘭亭序　風信帖　草書
隷書　篆書
・漢字を用いた創作

○

・仮名の学習
　平仮名について　蓬寀切　高野
切
・仮名を用いた創作

３
学
期

・漢字仮名交じりの書　創作

○

 【 知　識　及　び　技　能 】

○

○ ○ ○ ○ 8

8

【知識及び技能】
●知識
共通事項
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校の国語科書写で学習した内容を理解してい
る。
●技能
書写能力を向上させるとともに、目的や用途
に即した効果的な表現の技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「表現・鑑賞」書写で学習した基本的な用
筆・運筆、次兄、全体構成について構想・工
夫し、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道の学習に関心をもち、書道で学習
することや、国語科書写で学習した内容に関
心をもち、主体的に取り組んでいこうとする
態度を養っている。

○

○

16

10

○

○ ○ ○ ○

合
計

52

【知識及び技能】
●知識
　古典の書体や書風と用筆・運筆との関わり
について理解している。
●技能
　行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○

・漢字の書
【知識及び技能】
・古典の書体や書風と用筆・運筆
との関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用
筆・運筆の技能、字形、全体の構
成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する愛
好する心情を養う。

漢字の書
【知識及び技能】
・古典の書体や書風と用筆・運筆
との関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用
筆・運筆の技能、字形、全体の構
成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する愛
好する心情を養う。

・漢字の学習
　五書体について
　楷書
　初唐の三大家・唐の四大家につ
いて
　孔子廟堂碑
　九成宮醴泉銘　雁塔聖教序　顔
真卿の書

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通
して心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養う。

配

当
時

数

１
学
期

書写から書道へ
【知識及び技能】
・書道の三分野と、楷書・鑑賞・
創作の学習方法を理解する。
・小・中学校国語科書写と高等学
校芸術科書道の学習の違いを確認
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・書写で学習した基本的な用筆・
運筆、次兄、全体構成について構
想し、工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・芸術科書道への関心・意欲を高
め、書に対する感性を豊かにし、
書を愛好する心情を養う。

・中学国語書写との違い

・永字八法

・硬筆

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○ ○ 10

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

国分寺

（１，２組：秋元） （３，４組：井口） （５，６組：井口） （７，８組：秋元） （　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を
図り、書の伝統に基づき、効果的に表現する
ための基本的な技能を身に付けるようにす
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりするこ
とができるようにする。

書道Ⅰ（光村出版）

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

書道Ⅰ

思 態

（　組：　　　　）



年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（　全組：小原　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

歌 器 創

8○ ○

○ ○ ○ 18

○

○

ソルフェージュ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

○

【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関りについて
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・創意工夫を生かした表現をするために必要
な、曲にふさわしい発声・発音、体の使い方
などの技能を身に付けている。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの動
きを感受しながら知覚したことと感受したこ
ととの関りについて、どのように演奏するか
表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・曲想と歌唱の関連に関心をもち、主体的・
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関りについて
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・創意工夫を生かした表現をするために必要
な、曲にふさわしい音色・発声や、体の使い
方などの技能を身に付けている。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの動
きを感受しながら知覚したことと感受したこ
ととの関りについて、どのように演奏するか
表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・曲想とメロディーの関連に関心をもち、主
体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もう
としている。

３
学
期

・過去問演習

○

【知識及び技能】
様々な譜表に書かれた楽譜を見
て、音楽を形づくっている要素を
正しく読み取って演奏できる
【思考力、判断力、表現力等】
奏法を工夫して表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に音楽性豊かな表現をする
ための基礎となる学習を大切にす
る

２
学
期

・音符と休符①
・音符と休符➁
・リズムと拍子
・調合３つまでの旋律聴音

○ ○

・調判定
・コード
・音楽史
・32文音符ありの旋律聴音
・４声聴音

【知識及び技能】
様々な譜表に書かれた楽譜を見
て、音楽を形づくっている要素を
正しく読み取って演奏できる
【思考力、判断力、表現力等】
奏法を工夫して表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に音楽性豊かな表現をする
ための基礎となる学習を大切にす
る

１
学
期

・楽音、純正率と平均律
・音程
・復音程
・転回音程
・旋律聴音 ○ ○

国分寺

合
計

44

（　組：　　） （　組：　） （　組：　）

芸術 ソルフェージュ 2

（　組：　）

14

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

視唱、視奏及び聴音に関する知識や技能を身
に付ける。

音楽を形づくっている要素の働きやその効果など
に関する思考力、判断力、表現力等を育成する。

MOUSAⅡ

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・長音階
・自然短音階
・和音短音階
・旋律的短音階
・４声解離聴音

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

ソルフェージュ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

音楽性豊かな表現をするための基礎となる学
習を大切にする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関りについて
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・創意工夫を生かした表現をするために必要
な、曲にふさわしい奏法、体の使い方などの
技能を身に付けている。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの動
きを感受しながら知覚したことと感受したこ
ととの関りについて、どのように演奏するか
表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・曲想と音色や奏法の関連に関心をもち、主
体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もう
としている。

・ソルフェージュ
【知識及び技能】
様々な譜表に書かれた楽譜を見
て、音楽を形づくっている要素を
正しく読み取って演奏できる
【思考力、判断力、表現力等】
奏法を工夫して表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に音楽性豊かな表現をする
ための基礎となる学習を大切にす
る

○ ○ ○

態

配

当
時

数

4



年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

合
計

52

○ ○ 12

【知識及び技能】
　色の三属性や造形の秩序等、基礎的な知識
を理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
　構成の美しさなどを考えて調和の取れた配
所をしたり、材料を活用して表現効果を高め
たりすることや、対象の見方や感じ方を深め
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に自らの表現の可能性を追求するな
ど、造形感覚を高めようとしているか。

３
学
期

・過去問演習

○ ○ ○

○ ○

・立体作品➁
【知識及び技能】
　形体、色彩、材料、美的秩序
等、造形的な創造活動に係る諸要
素について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　基礎となる技能や、造形的な表
現効果を高めるための基礎となる
思考力や判断力等を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形感覚を高めようとする態度
を養う。

【知識及び技能】
　形体、色彩、材料、美的秩序
等、造形的な創造活動に係る諸要
素について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　基礎となる技能や、造形的な表
現効果を高めるための基礎となる
思考力や判断力等を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形感覚を高めようとする態度
を養う。

【知識及び技能】
　色の三属性や造形の秩序等、基礎的な知識
を理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
　構成の美しさなどを考えて調和の取れた配
所をしたり、材料を活用して表現効果を高め
たりすることや、対象の見方や感じ方を深め
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に自らの表現の可能性を追求するな
ど、造形感覚を高めようとしているか。

○ 22

２
学
期

・作品制作

○ ○

○ ○ ○ 8

・作品主題の構想を練る

・表現材料研究

・作品制作
○ ○ ○ ○ ○ 10○

１
学
期

・授業ガイダンス

・色の三属性

・表現材料研究 ○ ○ ○

・ 美術の学習について
・色の三属性について
【知識及び技能】
　形体、色彩、材料、美的秩序
等、造形的な創造活動に係る諸要
素について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　基礎となる技能や、造形的な表
現効果を高めるための基礎となる
思考力や判断力等を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形感覚を高めようとする態度
を養う。

【知識及び技能】
　色の三属性や造形の秩序等、基礎的な知識
を理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
　構成の美しさなどを考えて調和の取れた配
所をしたり、材料を活用して表現効果を高め
たりすることや、対象の見方や感じ方を深め
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に自らの表現の可能性を追求するな
ど、造形感覚を高めようとしているか。

・立体作品①
【知識及び技能】
　形体、色彩、材料、美的秩序
等、造形的な創造活動に係る諸要
素について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　基礎となる技能や、造形的な表
現効果を高めるための基礎となる
思考力や判断力等を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形感覚を高めようとする態度
を養う。

【知識及び技能】
　色の三属性や造形の秩序等、基礎的な知識
を理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
　構成の美しさなどを考えて調和の取れた配
所をしたり、材料を活用して表現効果を高め
たりすることや、対象の見方や感じ方を深め
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に自らの表現の可能性を追求するな
ど、造形感覚を高めようとしているか。

造形的な創造活動に係る諸要素について理解
を深めるとともに、基礎となる技能を身に付
けるようにする。

造形的な表現効果を高めるための基礎となる思考
力、判断力、表現力等を育成する。

造形感覚を高めようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態

配
当

時

数

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術に関する専門的な学習に取り組み、感性を磨き、美術文化の継承、発展、創造に寄与する態度を養う。

美術表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

なし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 美術に関する専門的で幅広く多様なないようについて理解を深めるとともに、独創的・創造的に表すことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 美術に関する専門的な知識や美脳を総合的に働かせ、創造的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

（全組：菅原） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

国分寺 芸術 美術表現
芸術 美術表現 2



年間授業計画　様式

高等学校 　　令和６年度　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○ 20

【知識及び技能】
　モチーフの形体を単純化し幾何形体として
捉え、形体を的確に表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　モチーフの形体をよく観察し、面の方向性
や明暗、質感など、表現素材の特性を生かし
て的確に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的にモチーフに向き合い、イメージや
空間、形体などを把握し、美しさを発見し、
形体や色彩、材質感などの表し方を工夫し、
表現するための資質・能力を高める。

合
計

46

○ ○ 8

３
学
期

・過去問演習

○ ○ ○

○ ○

２
学
期

・静物デッサン
・構成デッサン
・石膏デッサン
・クロッキー

○

・素描
【知識及び技能】
　デッサンやスケッチなどに関す
る学習を通して、造形的な見方・
考え方を働かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　対象のイメージや空間、形体な
どを把握し、表現材料の特性を理
解し、表現を工夫しながら定格に
観察する力と描写力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形表現を追求する態度を養
う。

【知識及び技能】
　モチーフの形体を単純化し幾何形体として
捉え、形体を的確に表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　モチーフの形体をよく観察し、面の方向性
や明暗、質感など、表現素材の特性を生かし
て的確に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的にモチーフに向き合い、イメージや
空間、形体などを把握し、美しさを発見し、
形体や色彩、材質感などの表し方を工夫し、
表現するための資質・能力を高める。

・素描
【知識及び技能】
　デッサンやスケッチなどに関す
る学習を通して、造形的な見方・
考え方を働かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　対象のイメージや空間、形体な
どを把握し、表現材料の特性を理
解し、表現を工夫しながら定格に
観察する力と描写力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形表現を追求する態度を養
う。

○ 8

・静物デッサン
・石膏デッサン

○

思 態

配

当
時

数

○ 10

１
学
期

・授業ガイダンス
・表現材料研究
・石膏デッサン

○ ○

○ ○ ○

○ ○

・素描
【知識及び技能】
　デッサンやスケッチなどに関す
る学習を通して、造形的な見方・
考え方を働かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　対象のイメージや空間、形体な
どを把握し、表現材料の特性を理
解し、表現を工夫しながら定格に
観察する力と描写力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
　造形表現を追求する態度を養
う。

【知識及び技能】
　モチーフの形体を単純化し幾何形体として
捉え、形体を的確に表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　モチーフの形体をよく観察し、面の方向性
や明暗、質感など、表現素材の特性を生かし
て的確に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的にモチーフに向き合い、イメージや
空間、形体などを把握し、美しさを発見し、
形体や色彩、材質感などの表し方を工夫し、
表現するための資質・能力を高める。

表現材料の特性について理解を深めるととも
に、対象を深く観察して表現を工夫しながら
的確に描写する基礎となる技能を身に付ける
ようにする。

対象のイメージや空間を把握するための基礎とな
る思考力、判断力、表現力など育成する。

造形表現を追求する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【学びに向かう力、人間性等】 主体的に美術に関する専門的な学習に取り組み、感性を磨き、美術文化の継承、発展、創造に寄与する態度を養う。

素描

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

なし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 美術に関する専門的で幅広く多様なないようについて理解を深めるとともに、独創的・創造的に表すことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 美術に関する専門的な知識や美脳を総合的に働かせ、創造的な思考力、判断力、表現力等を育成する。

（菅原）

国分寺 芸術 素描
芸術 素描 2


